























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⽛大岸氏の門人に加藤蘆舟といへる人、音曲に天才ありて其技精工なる余り酒興に乗じては坊間の小唄浄瑠璃情歌の類迄も手に任せて弾すさびければ、家元より是を咎めて、八雲琴は皇国神代の歌を弾じ 清浄静粛な 神社奉納の神楽とする処然るを軽々しく淫猥の雑曲 登して神器を汚辱す、元祖中山翁の意に悖る甚し、以来決して為べからず。と訓誡せし 、蘆舟笑て意とせず猶しばしば戯弾 事とせ かば、家元も又再三詰責す。 答
て、八雲琴なる物は中山氏の始めて作り出

































































































































































































































































































































































































































































































































































が芝公園周辺在住であったことになる。唱歌集編纂に貢献した蘆雪については再評価が必要 るし、筆頭弟子の蘆館が国学者中条信礼であるならば、蘆船の蘆の字は蘆館からもらい受けたものとも考えられる。蘆館は蘆船にとって和歌の師であり 二絃琴曲 作詞 師であったのではないだろうか。東流初期 活動拠点としては、浅草
(蘆船の居
所)
に加え、芝地区をも視野に入れねばならないだろう。蘆船、蘆館、
蘆春、蘆雪については、引き続き調査対象としたい。
注(
1)
町田佳聲(
一九七五年)
は初代蘆船の弟子養成について次のように述べ
て
い
る。
⽛彼
は
門
弟
の
養
成
に
対
し
て
自
宅
稽
古
は
せ
ず
出
稽
古
の
み⽜で
あ
っ
た。
⽛弟
子
に
し
た
の
は
何
れ
も
身
分
の
高
い
高
官
の
婦
人
令
嬢
で
あ
る
と
か、富
裕商人などの内儀に限られていたようだ。
⽜
(
2)
渡辺喜一郎は石川の兄の養女であった今井孝子氏らへの取材にもとづ
き、斯
波
ま
さ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。
⽛芦
質
(瑟)
は
七
代
目
望
月
太左衛門(
歌舞伎囃子方)
の後援を受けて、昭和五年(
一九三〇)
に藤舎芦
船三代目を襲名し 弟子の発表会で共に演奏する舞台写真が残っている。
⽜(
⽝石川淳伝説⽞右文書院、二〇一三年)
(
3)
蘆瑟(
斯波まさ)
の没年について、町田佳聲(
一九七五年)
は次のように
述
べ
て
い
る。
⽛こ
の
蘆
瑟
の
三
代［注：三
代
目
家
元］が
没
し
た
年
月
に
就
い
ては蘆翠(
根岸千枝子)
も知らず、遺族も不明で知る術も無くなってしま
った(
略)
。⽜⽛昭和十二年五月十一日に浅草公園宮戸座裏の公園俱楽部で
四
代
家
元
主
催、東
流
二
弦
琴
東
会、伶
明
音
楽
会
後
援
で、
⽛東
流
二
弦
琴
先
代
家元蘆船師追善会⽜というのが開かれたが、これには何周忌とか何回忌と
い
う
こ
と
が
な
い
が
多
分
三
回
忌
で
あ
ろ
う
(略)
。⽜な
お、渡
辺
喜
一
郎
は
前
掲書所収の⽛石川淳伝記的年譜⽜にて斯波まさの没年を昭和七年三月八
日とする。死亡時は浅草在住でなく、昭和
五年五月に渋谷・神泉町へ移
転、その後、まさの死までに⽛上目黒の借家に移っていた⽜という。また、
⽝音
楽
家
人
名
事
典⽞(
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ、一
九
九
一
年)
は
没
年
を
昭
和
六年とするが、その典拠は不明。
(
4)
町
田
佳
聲⽛遊
び
の
上
に
成
立
し
た
東
流
二
弦
琴
百
年
の
浮
沈⽜(
藤
本
琇
丈
企
画、町田佳聲監修、平野健次解説⽝東流二弦琴⽞キングレコード、
ＫＨ
Ａ
35、一九七五年)
(
5)⽝台東区の文化財保護
第四集⽞(
東京都台東区教育委員会、二〇〇四
年)
(
6)
長谷川時雨⽝旧聞日本橋⽞引用は岩波文庫、一九八三年、底本は岡倉
書房刊、一九三五年。
(
7)
田村成義編⽝続続歌舞伎年代記
乾⽞(
鳳出版、一九七六年)
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